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道
路
網
の
整
備
を

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
地
域
整
備
計
画
の
最
終
案
と
な
る
神
明
地
域
の
整
備
計
画
案
を

発
表
。
こ
れ
で
、
五
十
七
年
の
六
地
蔵
・
木
幡
地
域
を
皮
切
り
と
し
て
、
市
内
十
二
地

域
全
部
の
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
計
画
案
で
は
、
こ
の
地
域
に
良
好
な

住
環
境
の
形
成
と
公
共
施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
を
基
本
に
、
主
要
地
方
道
宇
治
淀
線

や
府
道
八
幡
宇
治
線
の
拡
幅
整
備
と
、
南
北
方
向
へ
の
接
続
化
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
案
は
、
今
月
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
に
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で
は
現
在
協
議
中
で
す
。
神
明
地

域
も
今
月
か
ら
采
定
協
議
会
で
、

地
元
協
議
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
神
明
地
】

域
の
整
備
計
画
案
の
主
な
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。

隣
接
地
域
と
の
連
携
め
ざ
す

六
十
五
年
の
こ
の
地
域
の
人
口

奎
〈
千
二
百
人
と
想
定
。
本
市
中

心
部
の
住
宅
地
と
し
て
位
戮
つ
け
、

南
陵
町
な
ど
の
隣
接
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
指
向
し
な
が
ら
、
緑
が

▲拡幅整備が望まれる主要地方道宇治淀線（宮西付近）

豊
か
な
良
好
な
住
環
境
の
形
成

と
、
住
民
相
互
の
交
流
を
図
る
公

共
施
設
の
整
備
が
必
要
と
し
て
い

ま
す
。

土
地
利
用
計
画
で
は
、
地
形
や

市
街
化
の
状
況
な
芦
妬
ら
み
て
、

神
明
地
域
を
Ｉ
か
た
ま
り
の
地
域

と
し
て
考
え
、
主
と
し
て
住
環
境

の
保
全
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー

施
設
の
適
正
配
置
を
推
進
す
る
良

好
な
住
居
地
区
に
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

開
発
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
主

要
地
方
道
宇
治
淀
線
以
北
、
特
に

石
塚
周
辺
の
比
較
的
ま
と
ま
っ
た

農
地
な
ど
が
、
将
来
開
発
さ
れ
て

優
良
な
住
宅
地
で
あ
る
南
陵
町
に

接
す
る
も
の
と
考
凡
ら
元
、
こ
の

た
め
良
好
な
住
宅
地
の
形
成
に
向

け
て
、
よ
り
適
切
な
噪
心
指
導
を

行
っ
て
い
く
と
し
て
い
ま
ｙ
。

生
活
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

が
必
要

道
路
・
交
通
体
系
計
画
で
は
、

主
要
地
方
道
宇
治
淀
線
の
交
通
混

雑
に
対
応
す
る
た
め
、
都
市
計
画

道
路
と
し
て
他
地
域
に
予
定
し
て

い
る
下
居
大
久
保
線
な
ど
の
建
設

で
交
通
の
分
散
化
を
図
り
、
合
わ

せ
て
道
路
交
頑
上
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
早
期
に
拡
幅
整
備
さ

れ
る
こ
と
嚢
9
く
要
望
。
一
方
、

地
域
の
北
端
を
走
る
府
道
八
幡
宇

治
線
に
つ
い
て
も
、
交
通
安
全
施

設
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
拡
幅

整
備
と
生
活
道
路
と
の
結
節
部
分

の
安
全
確
保
を
要
望
し
て
い
ま
ず
。

さ
ら
に
、
石
塚
や
宮
北
で
東
西

方
向
の
集
散
道
路
と
し
て
機
能
し

て
い
る
市
道
石
塚
小
倉
線
に
つ
い

て
は
、
地
域
内
外
の
幹
線
道
路
を

整
備
促
進
す
る
こ
と
で
、
交
通
量

や
緩
和
。
ま
た
、
宅
地
開
発
が
予

想
さ
れ
る
石
塚
で
は
、
府
道
八
幡

宇
治
線
か
ら
主
要
地
方
道
宇
治
淀

線
へ
至
る
南
北
方
向
の
接
続
道
路

が
不
足
し
て
お
り
、
こ
の
道
路
網

整
備
を
開
発
業
者
に
適
切
に
指
導

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

公
園
・
緑
地
計
画
で
は
、
神
明

1
記
念
植
樹
を
す
る
池
本
市
長
と
梅
原
市
議
会
議
長

小
学
校
周
辺
に
児
童
公
園
を
一
力

所
配
置
し
、
補
完
的
に
児
童
遊
園

の
配
置
も
検
討
。
ま
た
、
地
域
内

緑
道
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
配
置
計
画
で
は
、
集

会
所
を
新
た
な
人
口
増
加
地
区
ヘ

ー
カ
所
配
置
。
ま
た
、
老
人
憩
い

の
部
屋
は
集
会
所
に
併
設
。
育
成

学
級
も
引
き
続
き
小
学
校
に
併
設

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

快
適
な
市
民
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
公
共
下
水
道
に
つ
い

て
も
、
木
津
川
流
域
関
連
公
共
下

水
道
の
早
期
促
進
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
世
代
間
の
交
流
と
ふ
る

さ
と
意
識
を
養
ラ
た
め
に
、
ふ
る

さ
と
農
園
の
設
置
も
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▲農地などが点在する石塚周辺

第二ごみ清掃工場

外観ほぼ整う
国鉄奈良線電化開業祝賀記念式典

61年完成めざして急ピッチ

記念植樹や

くす玉割りで祝福

国
鉄
奈
良
線
の
｛
尼
を
記
念
し
て
、

十
月
一
日
の
午
前
九
時
か
ら
国
鉄
宇
治

駅
で
、
「
国
鉄
奈
良
線
電
化
開
業
祝
賀

記
念
式
昂
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
ユ
ニ
チ

カ
吹
奏
楽
団
の
演
奏
と
あ
さ
ぎ
り
マ
ー

ラ
ス
の
歌
声
で
オ
ー
プ
ン
。
池
ぷ
市
長

は
「
宇
治
の
町
つ
く
り
の
中
で
、
奈
良

線
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
。
｛
犯
を

ス
テ
″
プ
に
複
線
が
一
日
も
早
く
完
成

す
る
こ
と
を
期
待
し
康
ｙ
｝
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
市
の
木
丿
ロ
ハ
も
み
ｙ

を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

十
時
す
ぎ
に
、
菟
道
幼
稚
園
の
園
児

五
十
人
が
小
旗
を
振
る
中
、
祝
賀
電
車

が
ホ
ー
ム
に
到
着
。
く
す
玉
が
叩
択
一
、

電
化
開
業
を
祝
い
ま
し
た
。

集
中
制
御
方
式
な
ど
の
最
新

技
術
夕
4
入
す
る
第
二
ご
み
清

掃
工
場
は
、
昨
年
十
月
か
ら
宇

治
折
居
（
太
陽
が
丘
東
側
）
に

建
設
中
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど
外

観
部
分
の
工
事
が
ほ
ぽ
完
了
。

工
期
も
半
ば
か
迎
え
、
こ
れ

か
ら
は
焼
却
炉
や
付
属
設
備
な

▲工事中の清掃工場（9月28日撮影）

▲時計も備えられる高さ59ｍの煙突

ど
の
機
械
（
本
体
）
工
事
に
着
手

し
ま
す
。
百
十
五
ｙ
の
連
続
燃

焼
式
機
械
炉
二
基
で
、
一
日
の

処
理
能
力
は
二
百
三
十
ノ
。
京

都
市
を
除
き
、
府
下
最
大
規
模

の
も
の
で
す
。

同
清
掃
工
場
は
、
大
気
汚
染
・

水
質
汚
濁
・
臭
気
・
騒
音
に
対

す
る
公
害
防
止
設
備
を
完
備
。

ま
た
、
焼
却
時
の
熱
を
利
用
し

て
発
生
す
る
蒸
気
を
府
立
山
城

総
合
運
動
公
園
に
供
給
す
る
一

方
、
工
場
内
の
冷
暖
房
や
給
湯

の
熱
源
と
し
て
使
用
し
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

同
清
掃
工
場
の
建
設
は
、
本

市
な
ど
三
市
三
町
で
構
成
す
る

城
南
衛
生
管
理
組
合
（
管
理
者
・

池
本
正
夫
宇
治
市
長
）
が
、
管

内
で
増
大
す
る
ご
み
に
対
処
す

る
た
め
に
、
総
事
業
費
五
十
八

億
八
千
五
百
万
円
で
着
工
。
完

成
は
。
六
十
一
年
三
月
末
の
予

定
で
す
。

377

神
明
地
域

整
備
計
画
案

　
こ
の
地
域
整
備
計
画
は
、
総
合
一

訂
画
に
凰
つ
い
て
昭
和
七
十
年
を

ｉ
望
。
ゝ
市
域
を
十
二
地
域
に
分
け

心
第
一
次
生
活
圏
ご
と
に
土
地
利

用
・
公
共
施
設
配
置
・
住
環
境
整

備
計
画
を
立
案
し
、
こ
れ
ら
と
有

機
的
に
か
か
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″

－
形
成
を
骨
子
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
地
域
整
備
計
画
案
は
十

一
番
目
。
既
に
九
地
域
で
は
、
地

｀
代
表
の
市
民
で
構
成
す
る
策
定

鴎
議
会
で
協
議
を
終
了
。
二
地
域

良好な住居地区に
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー
　

市
で
は
、
消
費
牛
活
モ
ニ
タ

ー
を
通
じ
て
消
費
者
行
政
や
洗

剤
、
食
糧
、
訪
問
販
売
な
ど
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
。
こ
の
程
、
そ
の
結
果
が

歩
と
ま
り
ま
し
た
。
調
査
対
象

の
市
民
四
百
八
丈
の
内
、
四

百
五
丈
か
ら
回
収
（
回
収
率

卜
店
頭
に
並
ぶ
洗
剤
類狂犬病を防ぐ唯一の方法は、犬の予防注射を徹底すること・・…秋の狂犬病予防注射が下記日程で実施されます。生後3ヵ月以上の犬を飼っている人は、最寄りの会場で必ず受けさせてください。

消費生活アンケート調査から

九
三
・
七
五
％
）
。
回
答
者
の

年
齢
層
で
は
三
十
歳
・
四
十
歳

代
が
中
心
1
Ｂ
せ
て
七
三
・

一
％
、
性
別
で
は
九
四
・
四
％

が
ヌ
性
、
職
業
で
は
大
半
が
主

婦
で
七
二
・
九
§
で
し
た
。

　
石
け
ん
の
使
用

少
し
増
え
る

調
査
結
果
の
中
か
ら
洗
剤
に

っ
い
て
お
知
ら
せ
し
未
了
。

　
合
成
洗
剤
奎
Ｓ
用
す
る
人
が

七
〇
・
七
§
（
昨
年
七
一
・
四

報
、
石
け
ん
が
二
九
・
三
％

（
昨
年
二
八
・
六
％
）
と
な
り
、

昨
年
に
比
べ
て
石
け
ん
の
使
用

が
若
干
多
く
な
っ
て
い
ま
ず
。

笛
ヂ
る
理
由
は
、
合
成
洗

剤
の
場
合
、
「
い
た
だ
き
も
の
」

二
六
・
一
％
を
別
Ｍ
し
て
、
「
汚

れ
落
ち
が
よ
い
」
三
四
・
二
％

と
「
手
間
が
か
か
ら
な
い
」
二

七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
が

し
、
昨
年
度
の
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
の
比
較
テ
ス
ト
で
は
、
石

け
ん
よ
り
趾
晟
洗
剤
の
方
が
、

蛍
光
眉
白
剤
で
白
ぐ
見
せ
る
た

め
、
く
す
ん
で
い
た
り
、
汚
れ

落
ち
が
悪
ぐ
、
す
す
ぎ
や
泡
切

れ
な
晋
于
間
が
か
か
る
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
い
ま
ず
。
「
汚

れ
落
ち
が
よ
い
」
と
い
ラ
理
由

は
、
テ
レ
ピ
コ
マ
’
・
‐
シ
ャ
ル
な

芸
笞
の
先
入
観
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
ず
。

石
け
ん
の
場
合
、
「
人
体
へ

の
害
が
少
な
い
」
四
三
・
七
％

で
、
「
環
境
汚
染
が
少
な
い
」

が
四
五
・
五
％
。
一
方
、
「
汚

れ
落
ぢ
か
よ
い
」
と
「
手
間
が

か
か
ら
な
い
」
一

の
回
答
率
が
低
一

く
な
っ
て
い
ま
Ｉ

す
。
昨
年
の
比
一

較
テ
ス
ト
結
果

で
は
、
汚
れ
を

落
Ａ
Ｊ
Ｗ
ｉ
用
の
Ｉ

な
い
蛍
光
契
こ

剤
の
働
き
、
石
一

け
ん
の
泡
認
Ｉ

の
早
さ
や
、
セ
ー

Ｉ．洗麗する場合、主にどちらを使用していますか．

①合成洗剤（粉末・液体）②石けん（粉末・固形）

2．合成洗剤を使っている人にうかがいます．その主な理由ｉｔ．

（Ｄ価枯が安い②汚れ落ちがよい（Ｄ手間がかからない

④香りがよい⑤いたｔｉｔもの

贈映淋

卜宍

万③27．0％⑤26．ｌ％、宸

④3．4％

3．石けんを使っている人にうかがいます．その主な理由は．

（Ｄ価枯が安い②汚れ藩＊．がよい③手間がかからない

④人体｀の害が少ない⑤環境汚染が少ない5．7％
首

尚士9）43．7％

言言

………………………………………………………゛………………：’ｊｌ：：Ｉ’ｌｊ①3．8％

4．合成洗剤（洗濯用・台所用）の使用によって、手荒れなど皮膚障

書の鰹験がありますか・

①ある②ない

5．合成洗剤について、人体や環境への影響などで不安をｍじてい

ますか．

①不安に思う②少々なら仕方ない③あまり気にしない

④その他

示竃＜ＩＳＪ．妬告白（1）20．3％＜Ｓ＞ｉｌ．5％

0）1．1％

氏
一
〇
度
以
下
（
九
月
中
の
市

内
の
水
原
ボ
で
セ
氏
二
二
度
前

後
）
で
あ
れ
ば
、
互
ｙ
ん
の
洗

浄
力
に
問
題
が
な
い
こ
と
な
ど

が
明
ら
か
に
な
っ
で
い
濠
ｆ
ｙ
。

石
け
ん
奎
便
っ
で
い
る
人
で
も
、

こ
れ
ら
の
基
禾
的
知
識
や
、
洗

濯
物
參
八
れ
る
前
に
石
け
ん
を

瞭
チ
な
ど
の
恚
管
半
分
理

秋季狂犬病予防注射日程表

月日 時間 会場

10月15日（月）
9：30～ｎ：30

13：30～14：10
14：30～15：30

広野集会所（大久保小前）

旦椋公会堂

伊勢田北集会所

10月16日（火）
910

1314

30－30～

30－35～

0

1

4

5

1030

1030

広野公民分館南陵集会所

名木集会所小倉山際集会所

10月ｎａ

哨

910

1315

30～50～

30－20－

0

1

5

5

3030

0050

東木幡集会，所北木幡集会所

御蔵山集会所木幡熊小路集会所

10月18日哨91330－1130－153000小倉公民館運池集会所

10月Ｉ9日倒
9：30～

13：30～1500－

1

4

5

3030

30

西小倉集会所西小倉集会所

菟道公民分館

10月22日Ｃ月）91330～Ｕ30～153015城南荘集会所開公民分館

10月23日（火）
913

14

30－30－

20－

1

4

5

3000

00

東宇治中学校三室戸集会所

明星集会所

10月24日哨

9

10ｕ

1314

30－

20～20－

30～50－

0

1

1

4

5

00

0040

3020

志津川公会堂（消防器具庫）

杖島農協前東目川公民分館

紫ヶ丘公民分館砂田集会所

10月25日俐
9：30－11：30

13：30～14：00
14：15～15：10

木幡公民分館（木幡神社）

南木幡集会所南部福角集会所

10月26日吻
99

1013

14

30～55～

35－30～

30－

9

0

1

4

5

4510

3005

50

善法集会所白川公民・分館

農協大久保支店前折居台北集会所

宇治保健所

10月29日（月）9：30～16：00炭山・笠取・二尾

▲愛犬を守る狂犬病予防注射

こ
の
予
防
注
射
は
、
春
と
秋
の

年
二
回
、
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

（
…
）
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
た
人

は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
必
ず

持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
（
…
）
は
が
き

の
な
い
人
は
会
場
で
記
入
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
ｅ
費
用
は
、
登
録
料
二

千
百
円
、
注
射
料
千
八
百
円
で
す
。

た
だ
し
、
春
季
の
登
録
犬
に
つ
い

て
は
登
録
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

会
場
で
の
犬
の
ふ
ん
便
な
戸
ほ

飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
処
理
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
（
環
境
保
全
課
）

解
さ
れ
で
い
な
い
ぷ
つ
で
す
。
　

意
外
に
多
い

皮
膚
障
害
・
不
安

合
成
洗
剤
に
よ
る
皮
膚
障
害

は
四
四
・
ニ
％
の
人
が
経
験
。

こ
の
こ
と
？
り
、
皮
膚
障
害
が

あ
ひ
な
が
ら
も
合
成
洗
剤
奎
便

い
続
け
で
い
る
ヶ
Ｉ
ス
が
多
い

こ
と
に
な
り
Ｉ
’
Ｗ
Ｔ
’
Ｎ

ま
た
、
合
成
洗
剤
に
対
す
る

不
安
は
五
七
『
・
一
り
の
人
が
感

じ
て
お
り
、
潜
在
的
な
不
安
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
フ
し
た
結
果
か
ら
、
も
フ

ー
度
、
石
け
ん
の
良
忿
寛
直

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

（
商
工
観
光
課
）

は
か
り
の
定
期
検
査

1
0
月
3
0
日
か
ら

府
計
量
検
定
所
で
は
、
業
務
に

使
用
す
る
は
か
り
の
定
期
検
査
を

下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
。
時
間

は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
。

業
務
用
は
か
り
は
、
検
査
Ｍ
Ｋ

け
な
い
と
使
用
で
孝
ま
せ
ん
の
で

必
ず
検
査
を
受
け
で
ぐ
だ
さ
い
。

検
査
に
は
、
手
数
料
と
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商
工

観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ

はかり定期検査の日程表 さ
い
。
（
商
工
観
光
課
）

月，日 ところ 対象区域

10／30ｔＭ東宇治中学校 木幡・五ヶ庄

10／31閑宇治ショ－ｌプセンター木幡・六地蔵

11／ｌ哨小會小学杖
小倉Ｖ・伊勢ＢＩＴ・関町

安田町・羽拍子町

11／2倒大久保小学校 大久保ＩＩ・広野町

ｉｉ／5㈲6図宇治市役所
白川・志津川・宇治

菟追｀・杖鳥・神明・笠取

毎週月曜日に放映

市政の情報をお伝えしている

゛テレビ宇治市政だより、は、毎

週月曜日午後5時4ｏ分から3分

間、ＫＢＳ京都テレビ（ＵＨＦ

34ｃｈ）で放映しています。ぜ

ひご覧ください。

や
海
参
や
匈
細
心
一
眼
の
あ
た
り

は
ヽ
揖
い
あ
い
だ
ｍ
の
秘
誰
と

な
っ
て
い
た
罵
蔡
と
い
う
が
診
彭

の
ぶ
く
に
を
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
も
、
や
浄
叔
心
節
訃
に
あ
っ
た

ｉ
Ｓ
ｉ
Ｓ
ｉ
を
胴
心
と
し
て
ヽ
や
浄
削

・
和
漸
川
・
櫛
叫
。
獣
ボ
な
ど
を

脚
ぷ
ｗ
Ａ
の
葵
逮
脚
が
難
逮
し
ヽ

枇
か
の
脚
ぶ
に
鮫
秤
な
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
川

汐
い
の
恥
洽
で
は
ヽ
轍
鱗
さ
が
都

聾か
ん
に
宿
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
孔
忿
昨
愕
の
は
じ

3 2

ヶ
ビ
・
心
一
楸
な
ど
の
恥
難
ヽ
そ
れ

に
マ
ツ
タ
ケ
や
ワ
ラ
ビ
ー
ゼ
ン
マ

イ
な
ど
も
ヽ
心
一
あ
い
の
劃
剪
な
戯

梱
で
し
た
。
こ
れ
ら
も
剱
く
は
、

瓶
で
遡
び
か
さ
れ
て
い
ま
し
ｉ
ｉ
”

＾
■
ｋ
＝
：
の
漸
伽
俸
と
し
て
世
に
剱

ら
れ
た
「
恥
飛
」
は
、
如
争
ど
お

り
獄
粕
を
裂
ん
だ
飛
な
の
で
す
・

も
よ
り
の
恥
扉
で
穐
脊
を
卜
ろ
し

た
ｍ
は
ヽ
刷
り
に
は
心
一
あ
い
の

Ｉ
ら
し
に
－
4
Ｖ
ｖ
す
る
淑
や
塩
ヽ
そ

れ
に
ｍ
で
似
ら
れ
た
恣
ル
な
ど

を
脊
ん
で
ヽ
や
ホ
叫
を
さ
か
の
ぼ

っ
に
沁
吹
限
に
け
。

細
倉
時
化
後
期
に
な
る
と
、
お

移りかわった産物

め
に
は
ヽ
匝
原
拠
の
献
尉
の
ぶ
く

に
蛎
爾
ｒ
と
狼
鄙
と
か
ば
れ
た

島
島
や
酪
き
聚
朋
の
面
い
脚
部
憾

が
励
け
ら
れ
ヽ
ウ
リ
・
ナ
ス
ー
ガ

服
そ
の
侮
の
折
原
を
つ
く
っ
て
ヽ

瓶
に
脚
ん
で
刻
訃
に
裂
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
耗
爾
即
は
、

冥と
な
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
ヽ
や
ホ
ボ
上
湘
の
心
一

あ
い
に
暮
ら
す
心
た
ち
は
ヽ
和
慮

や
シ
バ
ー
タ
キ
ギ
な
ど
を
訟
御
し

て
い
ま
し
べ
い
ず
れ
も
眺
劃
の

柘
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
獣

祁
で
す
。
ま
た
カ
キ
や
ク
リ
ー
ア

ゝ｀Ｘ／Ｓげ

’を＾

斟
づ
く
り
が
叡
ん
に
な
り
、
や
が

う
じ
に
り
ｒ
ん
い
ち
ち
ゃ
て
宇
治
が
日
本
一
の
茶
ど
こ
ろ
に

な
っ
た
こ
と
は
、
倣
さ
ん
も
よ
く

知
っ
て
い
る
と
段
い
ま
す
が
ヽ
お

戸
時
代
に
は
ミ
カ
ン
ー
キ
ン
カ
ン
ー

ユ
ズ
ー
サ
ツ
マ
イ
モ
ー
セ
リ
や
獄

の
卦
な
ど
も
、
た
く
さ
ん
似
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
の
は
じ
め
の
こ
ろ
に
は
、

お
ぐ
ら
い
ｆ
ち
か
へ
い
や
巨
椋
池
に
近
い
平
野
の
あ
ち
こ
ち

ば
た
け
か
じ
ゅ
え
ん
ひ
ろ
に
、
ス
イ
カ
畑
や
果
樹
園
が
広
が

う
じ
し
な
い
2
ま
人
こ
り
、
宇
治
市
内
で
も
何
万
個
と
い

う
ス
イ
カ
や
ナ
シ
・
カ
キ
な
ど
が

錨
っ
て
い
ま
し
た
。

（
歴
史
資
料
室
）

378

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

不
安
な
が
ら
も

合
成
洗
剤

秋の狂犬病予防注射

10月15日から市内各所で

消費生活アンケート調査（洗剤について）

京都テレビ

　宇治市政

　　だより
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新
事
務
室
で
業
務
を
開
始

き
ょ
う
1
0
月
1
1
日
か
ら

折
居
台
に
建
設
中
の
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ

ー
が
十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
。
き
ょ
う
十
月
十

一
日
か
ら
剛
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
と
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
準
備
室
、
歴
史
資
料
室
が
、
ひ

と
足
早
く
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
す
。

市
の
文
化
芸
術
、
社
会
教
育
の
ン
タ
ー
（
文
化
心
一
館
、
中
央
公
民

活
動
拠
点
と
な
る
宇
治
市
文
化
セ

ー
館
、
中
央
図
書
館
、
歴
史
資
料
館
）

▲陶板レリーフが飾られた大ホールロビー（10月ＩＢ）

天
ヶ
瀬
ダ
ム
剪
咽
れ
る
人
た
ち
の
心

を
和
ま
せ
、
目
夕
薬
し
ま
せ
で
ぐ
れ
る

ダ
ム
湖
の
ア
ヒ
ル
。
そ
の
ア
ヒ
ル
た
ち

に
、
え
さ
か
干
二
年
間
運
び
続
け
て
お

ら
れ
る
人
‐
垣
内
俊
治
さ
ん
。
府
の
鳥

獣
保
護
の
仕
事
を
さ
れ
で
二
十
七
年
、

里
貿
撰
山
烏
獣
の
森
を
育
て
る
心
一
を

仲
間
と
結
成
、
率
先
し
で
通
動
さ
れ
て

▲鳥獣保護を訴える垣内さん（10月2日）

い
る
烏
獣
保
護
一
筋

の
人
で
あ
る
。

十
月
二
日
、
垣
内

さ
ん
は
い
つ
も
の
よ

う
に
、
ア
ヒ
ル
の
え

さ
で
あ
る
パ
ン
を
一

輪
車
一
杯
に
積
み
込

ん
で
、
ダ
ム
の
堤
を

足
早
に
。
訪
れ
を
待

っ
て
い
た
お
よ
そ
百

羽
の
ア
ヒ
ル
た
ち
は
、

そ
の
姿
舎
見
つ
け
る

と
後
か
遣
う
よ
う
に

湖
面
夕
移
動
す
る
。

ア
ヒ
ル
た
ち
に
垣
内

は
、
十
一
月
か
ら
開
館
し
ま
す
。

こ
れ
に
先
駆
け
て
、
こ
れ
ま
で

市
役
所
で
行
っ
て
き
た
関
係
業
務

の
う
ち
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
準

備
室
と
財
団
法
人
字
胎
市
文
化
セ

ン
タ
ー
事
務
局
、
歴
史
資
料
室
に

‘ つ
い
て
は
、
さ
よ
う
十
月
十
一
日

團
か
ら
、
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
折
居
台
一
丁
目
一
番
地
）
で
業
務

か
始
め
未
了
。
｛
築
、
文
化
会
館

の
催
し
物
の
案
内
や
前
売
券
、
貸

館
に
っ
い
て
の
お
問
勿
お
せ
、

丈
飽
史
資
料
室
へ
の
ご
連
絡
は
、

左
記
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
鍵
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
市

文化センター位置図

野鳥の宝庫を宇治に

開館記念事業のご案内

ＮＨＫ公開番組

日時 催しと会場 内容と入場方法
11／11（11）

13：3015：∽

ＮＨＫ子ども

フェスティバル（山城総合運ＩＳ公園）にこにこぷんショー・ミニＳＬ参加・入場は自由

11／25011

13：30
ＮＨＫ文化講演会（大ホール）

「暮らしの再発見」

鈴木健二ＮＨＫアナウンサー

往復はがきで（1，600人）

ｌｌ／26（）ｌ）

18：30

ＮＨＫＦＭ

フアミリージョｙキー（大．ｔ．ール）ゲスト早見優ＩＪか往復はがきで（ｌ，600人）

11／27匍

13：30

おかあさんの勉強呈（小ホール）
講演会（講師・浜美技）

往復はがきで（ｉｔ合育友会・婦人会連

絡協議会会貝は最寄ｎの役貝まで）

ｎ／2刷匍

18：15

勝ち抜き歌謡天国（大ホール）ゲスト内山田洋とクールファイブ一流作曲家により歌謡曲のレッスンを

往復はがきで（1．600人）．出場者募集中

11／29Ｗ

10：（旧

放送学習会（宇治幼稚園）
公ｍ保育・保育研究

入場は自由（幼稚園・保育所の先生

200人）

ｌｌ／30（勿

14：00
お達者くらぷ（大ホール）

お年寄りの暮らしぶりを紹介

往復はがきで（連合喜老会会貝は不要）

1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1

民
文
化
セ
ン
タ
ー
準
備
室
（
文

化
公
一
館
内
）
…
豊
⑩
2
1
1
1

▼
歴
史
資
料
室
（
歴
史
資
料
館
内
）

・
：
豊
⑩
Ａ
1
1

鼎むμ⑩Ｚ．＼ＩＩ

歴史資料室⑩1311昔

入場券を発売中の催し

アルトウール・モレイラ＝リマ

ピＴノ’）サイタル－ショパンを弾く～

「ワルツ第ｌ番」「スケルツォ全4曲」ほか

1Ｉ／6輿

18：30

大ホール

前ｆｔ当日大人2，匹円2，400円

中高生1，咽円1，200円小以下500円6∽円

宇治市民寄席

第一部／ｉ＊才・講談第二部／柱春団治一門会

ｎ／9・

18：30

大ホール

前売1，000円

当日1，200円

日本民謡の祭典

斎蕗京子・岸千恵子・高橋キョ子ほか多蝕

司会＝浜村ｉｆ

11川（日）

Ｉ4：ｎ）11凋

大ホール

全席指定前売当日

2．500円2，800円

ゎたぼうし宇治コンサート
Ｉ1／1Ｉ（Ｂ1

13：30

小ホール

500円

●演歌の真髄をたっぷりと…

八代亜紀ショー

11／17（±）

14：00ＫＭ

大ホール

全席指定Ａ4．0Ｏ0円

Ｂ3．匹円

●ＤＪ．ＣＭなどに幅広く活躍する注目の

秋本奈緒美ＪａｚｚＣｏｎｃｅｒｔ．

ｌｎＵＪＩ

11／22團

18：00

大ホール

全席指定前売当日

2，3∽円2，5∽円

―
民
謡
・
ジ
ャ
ズ
・
落
語
な
ど
―
多
彩
な
記
念
事
業

開
館
記
念
事
業
と
し
て
、
右
表

の
催
し
物
雲
じ
手
。

公
開
番
組
の
入
場
は
い
ず
れ
も

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
往
復
は
が

き
で
の
申
し
込
み
が
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
十
一
月

八
日
團
必
着
で
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
’
・
‐
（
折
居

台
一
丁
目
一
番
地
）
の
各
事
業
係

さ
ん
の
姿
が
見
分
け
ら
れ
る

の
だ
う
2
米
思
議
な
光
景

で
あ
る
。
や
が
て
匹
に
降
り

ら
れ
た
垣
内
さ
ん
の
周
り
で

ア
ヒ
ル
た
ち
は
、
ガ
ー
ガ
ー

七
大
合
唱
。
一
羽
一
羽
に
語

り
掛
け
る
ぷ
フ
パ
ン
を
与
汽

る
垣
内
さ
ん
。
「
育
て
る
会
が

十
二
年
前
に
ア
ヒ
ル
た
ち
を

放
鳥
し
た
時
は
数
え
る
程
で

し
た
が
、
今
で
は
百
八
十
羽

を
超
え
て
い
る
で
し
ょ
シ
ね
」

と
ラ
れ
し
そ
う
に
語
ら
れ
る
。

▲天ヶ瀬でアヒルにえさを与える

（10月2日）

ま
た
、
「
今
の
悩
み
は
、
え
さ
牽
？
つ

ア
ぐ
れ
る
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
で
す
。

生
き
物
に
一
日
も
欠
か
享
え
さ
を
与

え
る
の
は
大
変
な
こ
と
。
私
は
、
私
し

か
い
な
い
と
い
・
ｍ
持
ち
で
こ
れ
ま
で

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
こ
の
辺
り

で
、
自
然
保
護
、
観
光
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
、
責
任
あ
る
仕
事
と
し
て
公
の

機
関
で
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
1
」
と

今
後
の
行
政
あ
げ
て
の
参
加
へ
の
期
待

奮
司
元
だ
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
「
太
陽
が
丘
野

鳥
の
森
を
成
功
さ
せ
、
宇
治
に
野
鳥
の

宝
庫
を
つ
く
る
こ
と
」
。
そ
し
て
、
こ

う
結
ば
れ
た
「
野
山
で
自
然
に
聞
こ
え

て
ぐ
る
。
さ
疋
ず
夕
。
そ
れ
夕
静
か

に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
野
鳥
と
の
最
高
の

出
合
い
な
の
で
す
よ
」
。

（
か
膏
も
と
し
は
る
さ
ん
、
宇

治
妙
楽
に
在
住
）

ま
で
。
希
望
者
多
数
の
握
ほ
抽

選
。
ま
た
、
十
一
月
二
十
八
日
困

に
開
く
「
勝
ち
抜
京
謡
天
国
」

の
出
場
予
選
の
参
加
者
か
剪
集
中

で
す
。
カ
セ
″
ト
テ
ー
プ
に
自
分

の
歌
声
夕
録
音
し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
書
い

て
十
月
二
十
五
Ｒ
出
ま
で
に
宇
治

市
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
応
募
し
で
Ｉ

だ
さ
い
。
審
査
の
後
決
定
し
未
了
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
入
場
券
は
、

秋の市民文化祭

写真・書道の作品募集

い
ず
れ
も
発
売
中
で
す
。
次
の
所

で
お
求
・
ｆ
ｉ
ｖ
だ
さ
い
。

財
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
折

居
台
）
・
宇
治
観
光
協
会
一
（
各
宝
ぐ

じ
売
場
）
・
松
下
時
計
店
（
大
開
マ

ー
ケ
″
ト
東
）
・
荒
木
書
店
（
近
鉄

大
久
保
東
）
・
小
山
瑞
泉
堂
（
西
小

倉
小
学
校
南
側
）
・
う
さ
ぎ
堂
（
近

鉄
小
倉
駅
前
）
・
あ
た
り
や
（
紫
ヶ

丘
団
楠
蛎
）
・
黄
槃
薬
局
（
宇
治

小
学
校
西
）
・
ジ
ン
ノ
書
店
（
京
阪

木
幡
駅
西
）
・
岩
田
書
店
（
御
蔵
山

商
店
街
）
・
宇
治
書
店
（
宇
治
橋
通
）

高
島
屋
（
四
条
河
原
町
）
・
京
都
音

協
（
三
条
河
原
町
）
。

（
脚
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

秋
の
市
民
文
化
祭
展
示
の
部
の
写
真

と
書
道
の
出
品
作
品
套
″
集
し
ま
す
。

▼
写
真
・
・
・
白
黒
、
カ
ラ
ー
と
も
に
原
則

と
し
て
半
切
。
パ
ネ
ル
‘
’
£
は
額
装

仕
上
げ
1

▼
書
道
・
・
・
半
折
、
仮
軸
お
冷
の
。

▼
応
募
資
格
・
・
・
市
内
に
在
住
、
通
勤
、

在
学
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…
1
0
月
1
5

日
側
か
ら
3
1
日
田
ま
で
に
、
文
化
祭

実
行
委
員
会
（
社
会
教
育
課
内
萱
⑩

3
1
4
1
）
へ
Ｏ

秋
の
市
民
文
化
祭
は
、
市
民
の
日
ご

ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
相
互
の
交
流
と
文
化
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
昭
和
二
十
七
年
か
ら

開
催
。
三
十
二
回
目
ｍ
＞
ｖ
ｉ
た
こ
と
し

は
、
十
一
月
三
日
か
ら
宇
治
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
館
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
開
か
れ
未
了
。
（
社
会
教
育
課
）

公民館のお知らせ

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
出
品
作
品
を
募
集

1
1
月
1
7
日
出
、
1
8
日
面
に
開
催
す
る
第
四
回
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
第
Ｈ
部
（
展
示
）
の
出
品
作
品
公
″
集
し
ま
す
。
▼
募
集
期
間
・
：
1
0
月
Ｈ
日
閑
～
2
0
日
出
▼
募
集
内
容
・
・
・
絵
画
、
書
道
、
手
工
芸
品
な
ど
▼
出
品
点
数
・
：
人
―
点
に
限
る
▼
応
募
資
格
・
：
市
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
個
人
▼
申
し
込
み
・
・
・
木
幡
公
民
館
へ
来
館
し
、
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
作
品
の
搬
入
搬
出
は
、
出
品
者
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
ぐ
は
、
木
幡
公
民
館
へ
お
問
忿
Ｂ
せ
く
だ
さ
い
。
（
木
幡
公
民
館
）

　
文
学
講
演
会

―
若
き
日
の
室
生
犀
星
Ｉ

秋
の
ひ
と
ま
器
文
学
の
世
界
に
、
親
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
ラ
か
。
宇
治
市
公
民
館
で
は
、
文
学
サ
ー
ク
ル
と
共
催
で
講
演
心
一
を
開
孝
柔
ｙ
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
…
1
0
月
3
0
日
脚
、
午

主婦のための野外教室日程表

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａ色2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7，（ａ＠8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａ⑩4687）

後
1
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
市
公
民
館
▼
演
題
と
講
師

・
・
・
「
若
き
日
の
室
生
犀
星
」
＝

詩
人
、
相
馬
大
さ
ん
（
聖
ほ
女

学
院
短
期
大
学
教
授
）
▼
甲
し

込
み
・
・
・
当
日
直
接
会
場
へ
。

な
お
、
2
歳
以
上
の
幼
児
1
5

人
夕
保
育
し
柔
ｙ
。
ご
希
望
の

人
は
、
宇
治
市
公
民
館
へ
電
話

か
采
館
で
申
し
込
み
を
。
お
や

つ
代
5
0
円
が
必
要
で
す
。

（
宇
治
市
公
民
館
）
　

主
婦
の
た
め
の

野
外
教
室

家
族
や
友
だ
ち
と
野
外
活
動

を
し
て
み
た
い
け
れ
ど
、
ど
の

ぷ
つ
に
す
れ
ば
い
い
の
か
迷
っ

て
い
た
り
、
正
し
い
技
術
や
マ

ナ
ー
タ
身
に
つ
け
た
い
と
考
凡

て
い
る
主
婦
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
・
・
左
表
の
と
お
り
▼

対
隼
：
市
内
在
住
の
主
婦
▼
定

員
…
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
・
：
無
料
（
た
だ
し
、
実
習
は

実
費
が
必
要
）
▼
会
場
・
：
小
倉

公
民
館
ほ
か
▼
甲
し
込
み
・
：
電

話
で
小
倉
公
民
館
へ
。

‘
（
小
倉
公
民
館
）

日時 内容 講師

1

10／23火

10：00～正午

野外活動を楽

しむために川

～計画の立

て方など～

日本キャン■ｒ協会上級指導貝

竹内正照さん

2

10／26倒

10：00～16：00

野外活ｍ実習）

～飯合炊さん～

日本キャンプ協会中級指≪員

出店知之さん

ｔ．瓢キャンプアドバイザー

小林年さん

3

10／31俐

10：00～正午

事故・ヶガ

の防止

～応急手当

など～

日本キャンプ脇会上級指導貝

竹内正照さん

日本キャン－ｒｕｉ中ａ指導員

出店知之さん

4

ｌｌ／9吻

10：00～16：00

野外活動（実習｝

～ハイキング～

ｓ．ｅ，キャンプアドバイザー

小林年さん

宇ｉ・Ｓレク’）ェーッョンサータル

松村登美子さん

5

ｌｌ／13（火）

10：（卜正午

野外活動を楽

しむために（2）

宇治市スポーツ振興ｔ議会Ｓ其

今西1・乙子さん

379

（財）宇治市

文化センタ一

歴史資料室

宇
治
に
生

き
る

垣内俊治さん（71）

宇治の野鳥を守り育てて一筋

文化センターへ移転

1

6
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10月15日から6ヵ所で

何
歳
か
ら
、
戸
元
な
手
続
き
で
、

芦
刄
な
種
類
の
年
金
が
も
ら
え
る

の
で
な
ど
、
市
で
は
国
民
年

金
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
ご
質

問
に
お
答
え
す
る
年
金
相
談
を
開

量
す
。

自
分
の
年
金
に
疑
問
や
不
安
の

あ
る
次
の
よ
ラ
な
人
は
、
ぜ
ひ
に

お
越
卜
ｉ
ｖ
だ
さ
い
。

◇
ど
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し
て

い
な
い
人
（
二
十
歳
か
ら
一
〈
十

歳
ま
で
の
人
で
、
現
在
職
場
で

公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

人
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
等
）
。

◇
国
民
年
金
保
険
料
か
納
め
ら
れ

な
い
人
（
保
険
料
の
納
付
が
困

年金相談日程表

10／18

團

10／17

團

10／16

（火）

10／15

（月）
月日

ＫＸ関

西西

友宇

治店

眠一一

チイ

大久

保店

川

東

公

民

分

館

支字

所治

ａ

ｆａ槌

Ξ東議。

室1

4／／□

木幡

公

民館

八和

室Ｗ

木幡

登り

集
会
所

会

場

午後

1時

Ｓ4

時

午前

10時

Ｓ正

午

午後

1時

Ｓ4

時

午前

10時

Ｓ正

午

午

後

1

時

□Ｃ

4分

時

午

前

Ｉ9

11時

時3Ｃ

30分

分

午

後

1

時

ぽ

4分

時

午

前

19

Ｕ時

時30

Ｂ0分

分

時

間

難
な
人
に
は
、
納
付
を
免
除
す

る
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
手
憶
昂
必
要
）
。

◇
年
金
に
つ
い
て
（
老
齢
・
障
害
・

母
子
年
金
、
老
齢
・
障
害
・
ａ

▲年金で豊かな老後を

孟
柾
年
金
な
ど
）
。

な
お
、
相
談
所
で
保
険
料
の
徴

収
も
行
っ
て
い
ま
ｙ
。
ま
た
、
市

役
所
保
険
年
金
課
で
は
、
い
っ
で

も
ご
相
談
に
応
じ
て
い
李
ゐ
で

お
気
軽
に
お
越
1
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

　
違
反
広
告
物
の

一
斉
取
り
締
ま
り

最
近
、
市
道
上
に
立
看
板
、
は

り
紙
、
路
上
広
告
物
な
芦
多
く
の

違
反
広
告
物
が
は
ん
ら
ん
し
て
い

ま
ず
。

こ
フ
し
た
違
反
広
告
物
は
、
町

の
美
観
を
損
な
ラ
だ
け
で
な
ぐ
、

歩
行
者
や
一
般
交
通
の
妨
げ
に
な

た
だ
今
、
「
迷
惑
駐
車
追
放
市

民
運
動
」
が
市
内
一
斉
に
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

時
間
・
場
所
欠
同
わ
ず
恒
常
的

に
道
路
上
か
舌
領
し
て
い
る
迷
5

駐
車
は
、
交
通
の
障
害
及
び
地
域

住
民
の
日
常
牛
活
に
著
し
い
迷
惑

＊
＞
ｓ
け
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

ま
た
、
道
路
上
に
駐
車
す
る
こ

と
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
る

ぱ
か
り
で
な
ぐ
、
消
防
車
な
μ
繋

急
自
動
車
の
通
行
か
妨
げ
災
害
を

杢
？
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

期
間
中
、
宇
治
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
で
は
宇
治
警
祭
署
、
市

消
防
本
部
及
び
市
建
設
部
の
協
力

か
辱
て
、
三
色
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

榔
し
、
啓
も
．
ｎ
≫
指
導
・
取
Ｓ
＼
締

ま
Ｓ
＼
な
ど
包
い
ま
ず
。

あ
な
た
は
、
『
近
ぐ
に
駐
車
場

が
無
い
か
ら
』
と
、
軽
い
気
持
ち

で
道
路
上
に
駐
車
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
路
上
駐
車
を
無
ぐ
し
、
道
路

は
広
く
正
し
ぐ
使
い
ま
し
ょ
う
。

（
交
通
労
政
課
）

今
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
、
全
国
一
斉
に
防
犯
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
。
考
え
て
／
ぼ
ぐ

ら
が
育
つ
環
境
を
‘

ロ
ー
ガ
ン
に
、

少
年
を
取
り
巻

く
襲
環
境
の

浄
化
に
取
匯
組

書
れ
ホ
ヂ
。

と
こ
ろ
で
、

本
年
上
半
期
に

府
下
で
刑
法
犯

に
よ
Ｉ
補
導
さ

か
統
一
ス

シ
ン
ナ
ー
や
覚
せ
い
剤
の
乱
用

で
は
、
四
百
三
人
か
稀
導
し
ま

し
た
。
特
に
、
シ
ン
ナ
ー
等
乱

用
で
は
、
保
護
者
の
約
四
割
が

子
戸
も
の
乱
用
を
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

なくそう少年非行

10月11日～20日

全国防犯運動

れ
た
少
年
は
、
二
牙
曾
四
十

二
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
ｙ
。
こ

の
う
ち
中
学
生
が
全
体
の
六
割

ｍ
ｉ
め
て
お
り
、
年
々
、
低
年

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

会
に
あ
り
ま
ｙ
）
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
所
属
、
参
加
ク
ラ
ス
を
記

入
し
、
参
加
料
淡
哭
て
1
0
月
3
0

日
ま
で
に
宇
治
市
陸
上
競
技
協
公
一

（
広
野
町
尖
山
2
の
Ｓ
’
長
棟
秀

之
方
、
豊
⑩
6
4
2
1
）
ま
た
は
、

宇
治
市
体
育
協
会
（
黄
柴
公
園
内
、

雲
⑩
1
9
0
5
）
へ
。（

市
民
体
育
課
）

　
市
立
幼
稚
園
大
会

さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、
園
児

た
ち
と
保
護
者
が
一
同
に
集
い
、

こ
ラ
し
た
少

年
の
非
行
か
防

ぐ
た
め
に
は
、

日
9
～
沢
子

μ
七
た
ち
の
非

行
に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
必
要

で
す
一
。
そ
。
も

た
ち
が
明
る
ぐ
す
こ
や
か
に
育

つ
こ
と
は
皆
ん
な
の
願
い
で
す
。

地
域
を
あ
げ
て
少
年
の
非
行
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
宇
治
警
察
署
）

力
い
っ
ぱ
い
走
っ
た
り
、
リ
ズ
ム

表
現
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
声

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
・
・
狗
月
2
3
日
吠
、
午
前

9
時
半
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽

が
丘
陸
上
競
技
場
。

（
学
校
教
育
課
）

　
天
ヶ
瀬
ダ
ム

サ
イ
レ
ン
音
量
調
査

1
0
月
1
5
旦
聞
の
午
前
と
午
後
、

1
6
日
出
の
午
前
に
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム

の
サ
イ
レ
ン
音
量
、
音
達
調
査
が

行
ｐ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
サ

イ
レ
ン
の
作
動
お
よ
び
聞
こ
え
る

範
囲
の
音
量
確
認
な
ど
を
行
う
も

の
で
す
。

お
問
い
命
幻
せ
は
、
天
ヶ
瀬
ダ

ム
管
理
支
所
（
⑩
2
1
ａ
）
へ
。

な
お
、
気
象
条
件
な
ど
に
よ
り
実

施
で
き
な
い
場
合
は
、
1
0
月
1
9
日

と
2
0
日
に
行
わ
れ
‘
’
チ
。（

総
務
課
）
　

自
衛
官
募
集

昭
和
五
十
九
年
度
の
第
三
次
自

衛
官
募
集
が
始
ま
り
奔
し
た
。

詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
豊
＠
7
1
3
9
）
ま
た
は
、
市

役
所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
ａ
⑩

3
1
4
1
）
へ
ｏ

（
総
務
課
）

380

つ
て
い
ま
ず
。

そ
こ
で
市
で
は
、
牢
治
警
察
署
、

京
都
府
土
木
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
次
の
日
程
で
違

▲市内には多くの違反広告物

が（大久保の路上で）

反
広
告
物
の
一
斉
取
り
締
ま
り
を

行
い
求
了
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
設

置
者
は
違
反
広
告
物
衆
目
主
的
に

撤
去
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

〈
日
程
〉

▼
1
0
月
1
6
日
叫
、
1
7
日
團

（
管
理
課
）

　
宇
治
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

参
加
者
募
集

第
4
回
宇
治
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
が
開
か
れ
ま
す
。
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
8
日
面
、
（
宇
治

ロードレースクラス表

市
役
所
東
側
駐
車
場
に
集
合
、
受

け
付
け
は
午
前
8
時
か
ら
）
▼
コ

ー
ス
・
：
市
役
所
前
‡
立
場
林
道
▼

ク
ラ
ス
・
対
象
・
・
・
左
表
▼
参
加
料

…
小
中
学
生
上
二
百
円
、
高
校
生

―
五
百
円
、
一
般
1
千
円
ｙ
申
し

込
み
・
・
・
申
込
書
（
宇
治
市
体
育
協

10部9部8部7部6部5部4部3部2部1部
クラ

ス

3ｋｍ5ｋｍ2ｋｍ2ｋｍ3ｋｍ5ｋｍ3ｋｍ5ｋｍ5ｋｍ10ｋｍ距離

壮年

ら35歳

以上

ｗ女

子

壮年

八40歳

以上

ｗ男

子

小学

生女

子

小学

生男

子

中学

生女

子

中学

生男

子

高校

生

一般

女子

高校

生男

子

一般

男子

一般

制限

なし

対

象

◇

こ
の
ぷ
コ
に
下
水
道
は
、
｀
私

た
ち
の
健
康
と
快
適
な
牛
活
環

境
を
つ
く
り
、
豊
か
な
自
然
を

守
る
た
め
に
な
ぐ
て
は
な
ら
な

い
施
設
な
の
で
す
。

（
下
水
道
課
）

市
民
の
待
ち
筆
名
い
る
公

共
下
水
道
は
、
昭
和
六
十
一
年

度
に
は
市
内
の
一
部
地
域
で
使

用
で
き
る
見
通
し
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
下
水
道
に
つ
い
て
の
正
1
い

認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

こ
う
と
、
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
示
ｙ
。

今
Ｒ
で
ば
、
下
水
道
は
処
理

施
設
か
設
け
て
汚
く
な
っ
た
水

を
処
理
し
、
河
川
や
海
の
水
を

き
れ
い
な
状
態
に
戻
す
こ
と
を

は
じ
め
、
快
適
な
皐
吝
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
不
可
欠
の
都
市

施
設
で
す
。

下
水
道
が
持
つ
役
割
に
は
、

次
の
よ
’
ｆ
＾
＾
＾
も
の
が
あ
り
ま
ｙ
。

①
生
活
環
境
が
良
く
な
る

家
庭
の
台
所
や
ふ
み
場
か

下水道
の役割

汚
れ
た
水
は
池
上
に
聊
れ
る

こ
と
な
ぐ
速
や
か
に
流
せ
る

た
め
、
、
町
の
ギ
は
清
潔
で
き

れ
い
に
な
り
ま
ず
。

②
水
洗
便
所
が
使
用
で
き
る
・

浄
化
槽
忿
晋
な
ぐ
て
も

水
洗
便
所
が
使
え
る
よ
ｙ
つ
に

な
り
、
衛
生
的
で
快
適
な
生

健
康
と
生
活
に
必
要
な
施
設

ら
の
排
水
や
、
工
場
な
ご
か

ら
出
る
汚
れ
た
水
が
、
周
り

の
溝
に
た
ま
る
と
蚊
や
ハ
エ

が
発
生
し
て
悪
臭
が
漂
っ
た

り
し
未
了
。
ま
た
、
伝
染
病

の
発
牛
源
に
な
る
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、

は
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
ず
。

③
川
や
海
が
き

れ
い
に

家
庭
や
工

場
な
芦
石
ら

の
汚
水
が
直

接
、
川
や
海

活
が
営
め
る
ぶ
つ
に
な
り
ま

す
。
最
近
で
は
、
牛
活
様
式

の
多
様
化
と
と
も
に
洋
風
便

器
が
好
次
れ
、
温
水
温
風
が

噴
出
す
る
も
の
、
便
器
、
ふ

ろ
、
洗
面
台
が
ユ
ニ
″
ト
に

な
っ
た
も
の
な
戸
示
造
ら
れ
、

昔
か
ら
の
便
所
の
イ
メ
ー
ジ

４
水
洗
ト
イ
レ
が
設
置
で
き
る
な
ど
、

下
水
道
に
は
多
く
の
役
割
が
。

に
流
れ
込
む
こ
と
が
無
く
な

る
の
で
、
川
の
水
が
汚
れ
た

り
ヽ
湖
や
海
に
ア
オ
コ
、
赤

潮
が
発
生
し
な
ぐ
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
魚
貝
類
を
始
め

川
や
海
の
生
物
が
生
き
返
り
、

青
ぐ
澄
ん
だ
美
し
い
水
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2日中国民政部からお客さん

保育行政を視察

▼
本
市
の
保
育
行
政
の
説
明
を
受
け
る
視
察
団
一
行
（
市
役
所
応
接
室
で
） ぼ

本
の
社
会
福
祉
事
情
や
自

治
体
行
政
を
視
察
す
る
た
め
来

日
中
の
中
国
民
政
部
視
察
団
一

行
五
人
が
、
二
日
午
後
宇
治
市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
池
本
市

長
は
「
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

宇
治
市
は
京
都
第
二
の
都
市
と

し
て
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。
十
分
に
視
察
し

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
宇
治
市
の
保
育
行
政
を

説
明
。
中
国
側
か
ら
「
長
時
間

保
育
は
行
っ
て
い
る
の
か
」
な

ど
多
く
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

一
行
は
こ
の
後
。
宇
治
保
育

所
を
視
察
し
園
児
た
ち
に
も
気

軽
に
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

道
路
は
広
く
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

迷惑駐車追放市民運動

年金相談所を開

設

暮らしと下

水道
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